              　                          　  　　 　　　　　年　　　月　　　日
研究成果報告書文化財保存学（日本画・彫刻）研究助成用

公益財団法人  芳泉文化財団
  　理事長 静　敬太郎　殿    

氏 名                                 　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　
住 所　 〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　℡:　　　　　　　　　　　　　　　Email:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・現在の所属機関（又は勤務先）　 [職位など]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　        　　　             　[ 　             ]
・申請時の所属大学院　　　　　　 [課程・職名]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　 　大学院  [　       　     ]
  　　　　　　　　　　　　　　　
貴財団の助成を受けた研究の成果について下記のとおり報告いたします。

記

	助成年度
	　　令和　　　　　　年度

	研究課題
	

	　添付資料　（注）
	1 研究成果報告書
（Ａ４/４枚程度 /文字数5,000字以内　図版等含む）

2 電子データ
　　　　WordとPDFの両方を添付し電子メールにて送信（info@housen.or.jp）
　　　　（CD-RもしくはUSBにWordとPDFを保存し同封することも可）


（注）添付資料
・研究成果報告書は、研究発表展において発行する冊子に転載できる内容で作成願います
・提出された研究成果報告書及び添付資料は、当財団の広報（公式サイト等）制作物や資料に転載して適宜に公開します。その際は、改めて掲載許可を得ませんのでご留意願います。



研究成果報告書の書き方（様式）および留意点
過去助成者の研究課題内容を参照【https://www.housen.or.jp/old_painting/】

1． 論文はすべて「である」調で書いてください。

2． 指導大学院、芳泉文化財団への謝辞は不要です。

3． 発表展冊子作製時には、紙面の都合でフォント、画像位置等を変更する場合がありますが、ご了承ください。

4． 画像等の著作権について
(1) 冊子および財団HPサイトで掲載しますので、各自で必ず許諾を得てください。

〈申請時に必要と思われる概要〉
展覧会名称：令和6年 第七回 公益財団法人芳泉文化財団
　　　　　　　　文化財保存学日本画・彫刻研究発表展
　　　　　　　　「美しさの新機軸　~日本画・彫刻 過去から未来へ~」
会期：令和6（2024）年11月頃
会場：東京藝術大学陳列館（東京都台東区上野公園12－8）
体裁：A4　総頁数48P　部数1000部（予定）　無料配布
主催：芳泉文化財団・東京藝術大学
財団の署名捺印等が必要な場合は連絡ください。
（TEL：06-6131-5731，Email：info@housen.or.jp）
(2) Web掲載が不可の場合、当該画像は削除して掲載します。（財団へ連絡のこと）
(3) その他の資料映像も、「〇〇美術館蔵」等は必ず表記してください。

5． 使用する活字については「MS明朝」、文字の大きさについては以下の通りです。
令和元・2年度助成研究　10.5ポイント
〇〇〇〇〇の研究　16ポイント
－〇〇〇〇〇〇〇〇〇－　ダッシュ　12ポイント　ダッシュ
右詰め14ポイント　氏名〇〇 〇〇（〇〇大学大学院）
1． 〇〇〇〇〇〇　14ポイント　
〇△□〇△□〇△□〇　10.5ポイント
2． 〇〇〇〇〇〇　14ポイント
(1)□□□□□　　　　　12ポイント
〇△□〇△□〇△□〇　10.5ポイント
(2)△△△△△　　　　　12ポイント













6． 脚注を入れる場合の操作方法（Word2010）
(1) 脚注を入れたい個所にカーソルを表示する。
(2) [参考資料]タブの「脚注」グループにある[脚注の挿入]をクリックする。
(3) ページの下部に境界線と、脚注番号が挿入され、カーソルが表示されるので説明文を入力する。（文字の大きさは8ポイント）
〇△□〇△□〇△□〇¹。
〇〇〇〇²。

1〇〇〇〇　8ポイント
2〇〇〇『□□』〇〇社、2018年、12-14頁。







7． 参考文献の記入方法
最終ページの下の部分に表記します。（文字の大きさは8ポイント）〇△□〇△□〇△□〇。
〇〇〇〇。

[image: ]
協力　　　　　8ポイント
〇〇〇〇
参考文献
著者名「論文名」『書名』出版社、発行年、頁数。
△△△△「◇◇◇」『□□』〇〇〇、2019年、20頁。
□□□□『〇〇』△△△社、2001年。












8． 図および表のキャプションについて
[図1] …角括弧、半数数字　　〈表1〉 …山括弧、半角数字〇△□〇△□〇△□〇[図1]。
〇〇〇〇〈表1〉。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈表1〉△△　6ﾎﾟｲﾝﾄ中央寄せ


　　　　　　　　　　　　　　　　[図1]〇〇　　6ポイント







9． 人名（1658～1716）　（半角数字～半角数字）
年号・西暦　　　1900（明治33）年　or　明治33（1900）年

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人 芳泉文化財団
image1.emf

